
 

 

 

 

 

 

 

 

山の保全・再生に向けた政策提言を行

い、各分野のパネリストが語りあうもの

です。詳しい内容については｢丹沢大山総

合調査｣のホームページ、チラシをご覧く

ださい。県民調査に参加された方はもち

ろん、広く一般の方の参加をお待ちして

おります！ 
http://www.minnano-tanzawa.net/ 

 

 

４月 8 日に行われた｢丹沢大山ボラン

ティアネットワーク２００7 年度総会｣

を皮切りに、４月19日｢丹沢の緑を育む

集い｣、５月３０日｢丹沢大山クリーンピ

ア２１｣の各総会が開催され、平成1９年

度もボランティアと行政との協働による

自然環境保全活動がスタートしました。 

この号では、今年度に計画されている

ボランティア活動支援・協働事業につい

てお知らせするとともに、春に実施した

いくつかの事業について紹介します。 

＜自然環境保全センター＞

１ . 植樹事業 

① 植生回復活動（ 実施済）   

内容： 三ノ塔周辺での植樹 

NPO法人丹沢自然保護協会との共催 

実施日： 平成１９年５月２６日（土） 

規模：ボランティア等１３５人 

 

② モ ニ タ リ ン グ活動（ 実施済）  

内容： 三ノ塔植栽地の苗木の生育状況と

植栽地の植生について調査 

NPO法人丹沢自然保護協会との共催 

実施日： 平成１９年５月２７日（日） 

２ . ウ ラ ジロ モ ミ 等防護ネッ ト 設置事業 

内容： 天王寺尾根でのウラジロモミ等へ

設置した防護ネットや留具の補修、交換 

丹沢ボラネットとの協働 

実施日： 平成１９年９月２９日（土） 

予備日：9月30日（日） 

規模：丹沢ボラネット１０団体５０名 

３ . 広域保全活動事業 

① 水質調査（ 実施済）  

内容： 丹沢大山流域の水場３0箇所での

大腸菌群数等の調査 

丹沢ボラネットとの共催 

実施日： 平成１９年５～７月 

規模：丹沢ボラネット６団体 
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② 登山者カ ウ ン ト 調査（ 実施済）  

内容： 大山、塔ノ岳、蛭ヶ岳山頂でのル

ート別登山者数調査 

丹沢ボラネットとの共催 

実施日： 平成１９年４月２９日（日） 

規模：丹沢ボラネット２団体 

 
③ 森林整備活動 

内容： 富士見橋付近での森林整備 

ＮＰＯ法人丹沢自然保護協会との共催 

実施日： 平成１９年１１月１０日（土） 

予備日：11月11日（日） 

規模：県民ボランティア等 

④ 体験学習（ 募集中）  

内容： 山北町皆瀬川上流での夏休み親子

自然探検隊の開催（※詳細は別紙） 

丹沢ボラネットとの共催 

実施日： 平成１９年７月２３日（日） 

規模：一般県民親子10組 

４  ボラ ン テ ィ ア団体活動助成事業 

① 活動助成・ 苗木支援（ 審査中）  

内容： 丹沢大山をフィールドに自然環境

保全に関する活動を行うボランティア団

体へ活動助成と植樹活動への苗木支給を

行います。現在、募集は終了し実行委員

会で審査中です。 

② 物品貸与 

内容：トランシーバー、クリノメーター、

ＧＰＳ等の調査用具やスコップ等の作業

用具を貸与します。詳細については事務

局へお問合せください。 

＜自然環境保全センター＞ 

４月８日（日）に自然環境保全センタ

ーレクチャールームにおいて｢丹沢大山

ボランティアネットワーク２００７年度

総会｣が 3 部構成で開催されました。参

加者は全会員３５団体のうち１１団体2

４名と自然環境保全センターの４名、計

２８名でした。 

第1部総会では年次報告と２００７年

度計画が承認されました。続いて、会費

導入を主とする会則改正案が世話人会か

ら提案され、熱のこもった討議が行われ

ました。今回の総会では、世話人会の職

務の追加、会計の設置が決まりましたが、

会費導入や世話人会順番制については採

決するには至らず、今年度中に会員団体

へアンケートを実施し、来年度総会へ再

提案となりました。 

第２部では、丹沢の緑を育む集いボラ

 



ンティア団体活動助成事業対象４団体か

ら活動報告が行われました。 

第 3部では、自然環境保全センター職

員から、「丹沢大山自然再生計画につい

て」と「丹沢大山自然再生～県民参加・

連携・協働～」の2つのテーマによる発

表が行われ、丹沢大山自然再生計画や登

山道管理等について意見交換が行われま

した。 

＜自然環境保全センター＞

１ . 丹沢大山流域の水質調査 

この調査は、丹沢大山流域の水場を中

心に選定した30箇所の水質のモニタリ

ングとして、「丹沢大山ボラネット」と「丹

沢の緑を育む集い」共催による事業とし

て実施しています。 

丹沢自然保護協会、みろく山の会、北

丹沢山岳センター、四十八瀬川自然村、

西丹沢の自然にふれあう会、神奈川県フ

ィールドスタッフクラブの６団体の皆さ

んにより、5～6 月にかけて現地で採水

され検査機関へ採水ビンが送られました。 

２ . 植樹活動 

５月２６日（土）に「丹沢自然保護協

会」と「丹沢の緑を育む集い」との共催

で第１６回「コリドー（緑の回廊）を丹

沢から」を合言葉に、135人の参加をえ

て植樹活動が実施されました。地元丹沢

産のケヤマハンノキ、ブナ、ミズナラ、

ニシキウツギの苗木合計４０0本を三ノ

塔東面の治山施行地の植生保護柵内へ植

栽されました。 

翌 27日（日）には、苗木の生育状況

や植生保護柵内の植生状況についてモニ

タリングが実施されました。 

３ ． 登山道利用実態調査 

 この調査は、丹沢大山の主要山頂の登

山者数をモニタリングし、登山者数の動

向把握や登山道管理の基礎データ蓄積の

ため、丹沢ボラネットと「丹沢の緑を育

む集い」との共催で実施しています。 

ＧＷの真っ只中の4月29日（日）に

北丹沢山岳センターとみろく山の会によ

り大山、塔ノ岳、蛭ヶ岳の３山頂13登

山道路線について、上り下り別の登山者

数がカウントされました。 

４ ． 清掃登山・ 登山道補修 

 

  

 4 月 21日（土）にみろく山の会主催

による「第25回清掃・登山道整備活動」

が実施され、多くの参加者を得て表丹沢

の登山道清掃と大倉尾根線での水きり設

 



置やステップ設置、ウッドチップの敷き

均しが行われました。 

5 月 27日（日）には神奈川県勤労者

山岳連盟による「２００７丹沢クリーン

ハイク」が実施され、大変多くの参加者

を得て表丹沢の登山道清掃と表尾根線で

の階段補修や水切り補修が行われました。 

＜自然環境保全センター＞ 

５月３０日（水）に｢丹沢大山クリーン

ピア２１｣の総会が自然環境保全センタ

ーレクチャールームで開催されました。

当協議会はボランティア団体、企業、各

種団体、行政機関など１０３の団体・組

織（平成１９年５月現在）で構成されて

います。 
今年度は設立３０周年にあたり、次の

事業計画を立てていますので皆様のご参

加、ご協力お願いいたします。 
１  設立３ ０ 周年記念式典 

● 実施日：平成１９年１０月２１日（日） 
● 場 所：県立山岳スポーツセンター

（秦野市戸川）、ヤビツ峠 
● 内 容： セレモニー（表彰、アトラク

ション、展示ほか）、美化清掃活動 
２  丹沢大山ク リ ーン キャ ン ペーン  

● 期 間：平成１９年１０月２１日（日）

３０周年記念式典～１１月下旬（予

定） 
● 内 容：市町村会員主催による丹沢大

山地域での美化キャンペーン及び清

掃活動の実施 

３  ボラ ン テ ィ ア活動への支援 

● 内 容：ボランティア団体会員による

丹沢大山地域での美化意識の普及啓

発活動や清掃活動への助成とゴミ袋

などの支給 
＜自然環境保全センター＞

 丹沢大山国定公園、県立丹沢大山自然

公園、県立陣馬相模湖自然公園、東海自

然歩道を巡視し、自然公園施設の点検・

応急補修、自然公園等の利用の指導、利

用マナーの普及、動植物の調査、ボラン

ティアやＮＰＯとの協働保全活動等を行

う「かながわパークレンジャー」の募集

が始まりました。募集人数は3名で、応

募締切りは平成19年7月26日（木）

となります。採用されますと、神奈川県

自然環境保全センター非常勤職員して、

土日を含む月15日程度の勤務となりま

す。詳細は、別紙をご覧ください。 

＜自然環境保全センター＞ 
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